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No. 371 京大広報

く大学の動き〉

将来計画検討委員会審議報告書

このたび，将来計画検討委員会から，木学のキャンパスの在り方及び教育研究体制に凶する将米構想、

について報告がありましたので，ここに報告書の全文を掲載して広く学内にお知らせします。

今回の報告のとりまとめに主るまて・に払われた，将来計画検討委員会委員各位のごぷブJに対し，敬沿；

と感謝の怠を表します。

平成元年 5J-:l 9日

総長凶 J斗 安 llU

．．・．ー・・・．・・．．－－．．・－．．・・．．・・．．・・．．・・．．・・......・・...，・．・・..・・．．・・..・・．．・・．．・・ ．・・．．・．ー・・．．・・．．・・．．・・．．・・．．・・．．・・．．・

平成元年4月20日

総長西島安 WJ b投

将来計画検討委員会

委員長深海 浩

木委員会は，「第三次答申（昭和61年12月23日）」 以降，本学のキャンパスの在り方と教育研究体制に

関する将来構想、について審議を重ねてまいりましたが，その結果をここに報告いたします。

京都大学将来計画検討委員会審議報告書

ト はじめに

将来計画検討委員会は， H白痢 161 ~ 1三ぶまでに，部一次から第三次にわたる 3 凶の答申を行い，本学の教

育研究体制及びそれに即した施設の整備に関する基本的なガイドラインを提示した。その後，本委員会

は，それらの基本的な考え方に沿って，本学のキャンパスの在り方と教育研究体制に関する将来構想に

ついて検討を重ねてきた。こ こに，その審議結栄を報告する。

lI . Ei・都大学のキ ャンパ 7，の再生と新キャンパスの構想について

京都大学が所有してし、る教育研究の諸施設は，北海道から脱児山Jまでの広範な地域に存在するが，そ

の中心をなすものは京都市左京区にある北部構内，本部構内，西部構内，教養部構内，医学部構内及び

病院 ・薬学部構内の6地区からなる約 74haの吉田キャンパスと，宇治市五ヶ庄にある約 22haの宇治
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キャンパスである。

このうち，特に吉IIIキャンパスは，一見してすぐ分かるとおり，高密度が主たる原因となって，学｜必

環境の劣化に直面している。この状況を打開するために，現在，諸々の基本方策を立てて刻応を急がな

ければならない局面にあり，その方策のーっとして，一部の施設を新キャンパスへ移すことも検討する

必要があると考える。 Lかし，吉田キャンパスの 100年に及ぶ歴史によって培われた伝統と良好な都市

環境に忠まれて周辺地域と共に発展してきた経緯を考えるとき，新キャンハスへの移転は，その競技の

大小にかかわらず，永年にわたる貴重な蓄積の一部を失うことにつながるとともに，周辺地域，さらに

は，京都市に少なからぬ影響を及ぼすおそれもあり，’~·~重な配慮を必要とするところである。

さらに，本学における教育研究の両度化と新しい教育研究機能の創生を図るためには，現有キャンパ

スの再生に杭極的に努力を続けることと併せて，新しい機能の創生に伴う諸施設の収容に適した新キャ

ンパスの取得をも必要としている。このことは，本委員会からのこれまでの答，，，に繰り返し強制されて

きたところであり，第一次答申に述べられたとおり，新キャンパスを含めた本学の将来計画の実現に

は，十分な熟慮と検討に加えて，これを達成するための情熱と，それに価する「~＇」のある計画が必要

であることはいうまでもなし、。

以上のことを踏まえて，古田キャンλ ；；，再生の在り方と，ありうべき新キャンパス像の構想につい

て，以下に述べることとする。

Il - 1 .古田キャンパスと新キャンパスの機能分担について

吉田キャンパスは約 74ha，それに対して求めるべき新キャンパスについては，第一次答申において

約 100haが必要であると L，第三次作LjJにオal、て関西文化学術研究古川j （以下「学研削l1li」と略す。）

の南旧辺 .11':1団地区を特定している。この地は，現《fの公共交辿機関で古田キャンハ；；，より約 1I時聞の

圏内にあり，今後の公共交通機関，道路網などの整備の進展に伴って，さらに時間的に短縮される可能

性がある。自然環境に恵まれ，加えて，電力，ガス，上下水などの基幹施設の整備が併行して進むこと

を考えれば，候補地として妥当と考えられる（この地区の地勢，地質，植生など自然条件~；：の調査結兵と

については，京都大学将来計画検討委員会専門委員会『関西文化学術研究都市に関する調査報告書（昭

和63年 3月）』参照）。

現段階でこれを新キャンパスの立地とみて，既存キャンパスとどのように性絡を分け，機能分担する

かを考えるには，本学全体のアカデミックプランが主要な基盤となるのは当然である。しかし，ここで

は，それぞれの立地の特徴を比較してみえると，次のような司1・柄を挙げることができる。

1) 京都市から見て，吉田キャンパスは都心部に近く，新キャンパスは周辺郊外に当たる。吉田キャン

パメの再生については都心型キャンパスの理想像の追求を，新キャンパスは郊外型，あるいる新者llrli

型キャンパスの理想像の実現を目指す。

2) 六日1キャンパスでは，都市との関連で深い省航を持つ分野， X11TITとの積極的な交流を必要とする分

!ll:fの教育研究の場を，他方，新キャンパスでは，ゆとりある 自然、や回凶的環境に泊した分野，都市活

動と比較的独立できる分野，あるいはシステム的な情報交流によって独立して機能しうる分野の教育

研究の場を追求する。
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3) 現有キャンパスで行われている教育研究が既存施設に深く負うているか，長い蓄積の上に継続され

ているもののなかで，移転等によって著しく損なわれるおそれのある分野は現在の場を中心に再整備

を行う。 他方，学術研究の進展に伴う専門性の深化の結果生じた新しい教育研究機能は，新キャンパ

スに場を求める。

4) 大学における教育研究には，研究能力の育成とともに，豊かな情操の酒養も要求されている。この

ためには，大学キャンパスは，その周辺部との調和を含めて熟成度の高い環境が必要で、ある。 新キャ

ンパスの初期段階において，このような成熟した雰囲気を最初から求めることは不可能で，当面， 学

部学生を中心とした教育の場は吉田キャ・ノパスに置くことが妥当であろう。しかし，新キャンパスの

成熟につれて人的構成が適正なものとなるように予め全学的な長期計画を策定しておくことが必要で

ある。

5) 学研都市全体計画との連動で，海外からの研究者，留学生等との混住型の新しい都市をつくること

などが望まれている。むろん，それらは現有キャンパス周辺においても必要であるが，土地を求める

ことが閤難であり，新キャンパス内，又はその周辺に企岡することが適当と考えられる。即ち，新キ

ャンパスに間際学園都市形成の中核的役割を与える。

以上，それぞ，／tの立地の特徴によって新旧両キャンパスの分担すべき機能について述べたが，一方を

都心型，もう一方を郊外型といっても ，両者の位置の隔たりは僅かである。それぞれ相互に受け持つべ

き機能は，新しい大学の理想像を目指した共通項を多分に含みながら，｜写生と新生の違いのなかに特質

を生かし，相互の交流による総合的な発展が望ましい姿である。

II -2. 占田キャンパスの再生について

吉田キャンパスは，吉田山，東山，鴨川などの自然、の風趣に恵まれ，良好な環民にあるうえ，都心部

に近く，文化や学問の都としての京都市全体との関係は緊密である。大学は，都市にとって知識を北新

した文化的空間であり，都市は，大学にとって生活的，文化的養分の母体であり，学生を含めて大学人

の気質の形成を都市に負うところが大きいことを思えば，吉田地区は理想、に近い大学キャンパスの要件

を備えているといえよう。

しかし，京都大学は，一貫して古田地区を1+1心に発展し，それを補完するものとして宇治地区に第二

のキャンパスをひらいたとはいえ，現在，吉田キャンパスは，既に施設の「辿て諸まり現象」を引き起

こし，学園環境の劣化に直面している。このような状況にある吉田キャンパスの土地利用計画にかかわ

る重要な問題は，主として次の三点にまとめられよう。

第ーは，第三高等学校を引き継L、で明治30年以来今日に至るまで，力団地区を中心に，拡張と再開発

を繰り返して現在に至っている歴史的経過に拘束されていることである。

第二は，吉田地区の周辺の都市的地理的条件である。良好な住環境地帯であり，また，美観地区とし

て都市計画的規制がかけられ，それに拘束されている。

第三は，社会的諸条件の変化が，キャンパスの状況に大きな影響を災常な速さで及ぼした点である。

特に，高度経済成長時代の影響，ベビーブーム ，大学進学率の上昇などによって引き起こされた急激な

拡張は，高密度化によるさまざまな歪みを生じ， 加えて，モータリゼーシ ョンの発達が土地利用上の混

-704-



京大広報 1989 5, 15 

乱を引き起こしている。

このような問題点を考慮、しながら，吉田キャンパスを再生するについては，周辺地区との調和を重ん

じながら，許される範囲内での空間容積の効率的利用を工夫し，できる限り平田空地を生み出して学図

環境の整備を計画しなければならなし、。

このような規模の大きい再盤備には，それに先立つ空地利用による先行盤備が必須の条例二である。し

かし，吉田キャンパスには既にそのための「種地」すら見いだせない状況にある。このような実佑ーから

しても，吉田キャンパスの学園環境の劣化克服の諸施策の実施にとって，新キ ャンパス開発計画との緊

密な連携が不可欠であり，新キャンパス用地の早急な取得が強く要望されるところである。

なお，吉田キャンパス再生の長期的計画のなかに，基幹緑道，植栽泣かなキャンパス広場などキャ ン

パスの統合的イ メージを形成する空間の確保が含まれることは当然、のこととしても，これとは別に，将

来の教育研究機能の新しい展開によって必要となる新施設の整備に直ちに対応できる用地を常に備えて

おく必要がある。このような用地は，利用可能な土地が逼迫した状況のもとでは，その場の都合で短期

的視点、から利用され易いけれども，新キャンパスの土地利用との総合的な計画などによって，将来にわ

たって確保されなければならなし、。

11-3.新キャンパスの構想

新キャンパス候補地としての｜有田辺 ・狛田地区の概観については，既に本委員会の第三次答申及び専

門委員会の『関西文化学術研究目B市に関する調査報ff~』に述べられている。新キャンパスは，当然，

この地区のr！，心施設として重要な役割を来たすものと予想され，その周辺には良好な住宅地を中心とし

た街づくりがなされることと忠われる。新キャ‘ノパスとこれらの街は，互いに聞かれた関係にあり ，そ

れぞれの機能を補完しあう関係にあることが望ましし、。したがって，新キャンパスの今後の伝りブjが，

対象区域及び学研都市全体に及ぼす影響を考えて，街づくりを先導する卓越したキャンパスづくりを構

想しなければならなし、。

新キャンパスにl置くべき諸胞設のレイアウトに関する基本計画は，全てその基盤となるアカデミック

プランの成奇にかかっている。京都大学の教育研究の総合的L~期計画は，その作成が如何に困難な作業

であろうと，今後とも，全学的な立場にたって鋭芯；努力を重ね，完成を急ぐ必要がある。既に，その全

体像の基本については，第一次から第三次にわたる答申に述べられているとおりであり ，その線に沿っ

て，既存キャンパスにある教育研究体制の整備も含めて，新キャンパスの利用計画を立てなければなら

ない。ここでは，基木企画のーっとして，新キャンパスに次のような機能をもっ地設の設置を蛇案した

し、。

1 .人的組織や運世に流動性を導入した新しい形の学際的教育研究機構

2.学術の専門性深化の結果生ずる新しい教育研究組織とりわけ大学院

3.情報システムを整備した走行しいタイプの図書館

4 .生命科学や環境科学などに関する応用研究のための広域実験実習刷場

5.キャンパスのシンボルて‘あると 同時に，地域との交流にも貢献する大学ホール

6.国際学園村（企画は京都大学が推進するとしても ，建設や運営は全国的組織をもって充てる。）
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これらの施設の他に，種々の厚生施設，学生会館，広い範囲の人達を対象にした言語文化教育や生涯教

育などの研修施設，｛桂成，休nのための総合運動施i没， j也成医療にも開放される診療機関などの政怖が

必要となろう。

これらのうち，木委只会は「l 人的組織や運常に流動性を将入した新Lい形の学際的教育研究機構」

について検討を軍ねてきたので，項を改めてその内界を述べる。

間．’手際的流動研究教育．機仙のWI悲！

京都大学は，常に，伝統的に基礎研究を!Ti：んじ，人文 ・社会 ・自然、科学の諸分野にオ品、て， 自由にし

て創造的な学術研究の発展につとめてきた。また，それと 同時に，教育が教育の研究を土台としてその

上に展開されてきたばかりでなく，ザソI＝.の学科｜’l休の「，，に研究的安来が組み込まれるなど教育と研究と

の有機的関連を保ちつつ，大学としての機能を果た L てきた。従来，これらの研究や教育は， )'ff~ 局主：梢

成する講座や部門を主要な場として展開され，ある村定の装1礎的諜題を抑り下げて，専門性の深化を促

してきたといえよう。このような特色は，大学の本来あるべき姿からみて，今後とも杭極的に保持さ

れ，継承されなければならないものである。

現在， ~r:r:nの諦領域｛土，ますます紺！分化していくと同時に，それぞれの研究の専門性は，いよいよ深

化の度令いを早める趨勢にある。この傾向は，学問の本性そのものがもたらすものであり ，必然の結果

として将来もさらに加速されることはあっても，鈍化するとは考えられなし、。しかし，一方では細分化

された各領域の研究の諸成果や浦々の過程を統合し， Hii分的認識を全体的真理へと高める方f(1Jもまた学

問に課せられた電要な使命で、ある。従来は，この二つの，互いに相術的ではあるものの，M：絡の異なっ

た使命を，どちらについても誹座や部門という同ーの場で同H、1に逆行してきたのが実情である。

このような経粋をかえりみゐとき，今後の大学における教育研究の発展には，既存の組織と並列し

て，半｜祭性の追求を－i-:.1限とした総合化を図るmしい型の創造的柔軟性をもった組織を設置することが，

いまや京{ii)大学にとって41:要な課題である。今H，早急にその対策を講ずる局而｜を迎えているといえよ

う。

学際性 ・総合性を主｜恨とした新しい教育研究の機関には，それにふさわしい人的構成と物的施設が要

請される。それは，既存の部局の延長線上にあるものもあれば，そのいくつかの部分的結合ないしは再

編成によって一述成されるものや，全く新しい組織 ・機椛の訓II¥を必要とする場合もあろう。

恒久的な性絡の講照や部門をIれ｛立と Lて構成されている従米の大学の教i'f研究の機関を縦糸になぞら

えるならば，いま新しく考えようとする学際性 ・総合性を主眼とした柔軟な組織体としての教育研究の

機関は横糸の役宍I］を果たすものであり，両者相補的に運営されて，司〔の両市'iniとして機能するならば，未

来に向けーての「:Pf!.想的な大学」という見事な布地を織り 山すことができるであろう。

大学における講座や部門の使命の一つに，特定の学問分野の奥義を治めることが課せられている以

上，講座や部門の研究課題と人的組織のあるl程度の巨久性は不可欠の条件であり， l)l.なる社会的要詰や

｛同人的趣向などによって軽々しく変更されるべきものではなL、。しかし，一方では， 現代社会の急激な

進展がもたらす重要な諸々の問題に対して， lj't.なる対症療法的な対応ではなく，その基木にかかわる基

礎的対応の総合研究を大学に求めている現状にある。大学が，その主体性を貫くことを基木としなが

-706ー
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ら，これらの要請に応えるために柔軟な人的構成と可変的な組織をもっ学際性を主眼とした教育研究機

関の設置が要望されるところである。勿論，長期的基礎課題追求噌の従来の大学の教育研究の諸機関

と，これらの総合的学際的な流動型の機関とが有機的に連携を保つことによってこそ，真の総合大学と

しての機能が発押されることは強調するまでもなL、。ここに，このような新しい創造的流動性をもった

機関の企阿のーっとして，『学際的流動研究教育機的』の榊悲！を蛇案する。

『学際的流動研究教育機構』の取り上げるべき対象課題は，既に第一次符申に掲げられたものを中心

に考えてよいであろう。

元米，，~， 然 ・ 人 r:n ・ 社会の訴事象は相互に千百Jをな有険的関連のなかに存イ1ミしているものであって ， そ

の研究もまた，こうした視点から，学際的かつ総合的に展開されるべきものである。ここに学際性 ・総

合性というとき，それはひとり門然科学，あるいは人文 ・社会午、｜学内部でのそれを立味するものではな

く，むしろ， 両者の総合という視点を氾；l床している。この視点を十分に認識した上で，

1 .科学技術自体が要求する学際性 ・総合性

2.人間の生命に直接かかわるところから来る学際性 ・総合性

3.人間社会と門然環境との調和にかかわる問題の学際性 ・総合t'l:

4 .国際地域総合研究

5 ↑1'i'f.f,.総合科学

6.科学技術の発達によって生ずる社会的諮問題の研究

などの諸課題を挙げることができる。もっとも ，対象分野は，これだけに｜彼られたものではなく ，この

ほかに，数多く の課題があり ，そのL、ずれも学際i't句・総合的なおι＇.＇！，から店梅的に検討の刈象として取り

l二げていか~？. fまならな L 、。

〔参考〕

『学際的流動研究教育機梢』の組織と迎？：？

イ． 『機椛』は，いくつかの『流動研究教育機関』から桝成される。それそ！hの機関は，全てが阿

一的な杭造のものである必要はなく，その 目的によって人的構成や運営機式に個性をもっ。

ロ． 『機構』は，これらの機関の総令的運営を企阿し，それぞれの機関の研究教育支援組織を総括

する。

ハ ． 『機関』の椛)j'.f様式の修I］を恕定すと与と ，次のとおり。

］） 機関そのものが，その教育研究の 11(Iりを遂行するために，存続期聞が，ほぼ恒久的な組織休

である場合。ただし，この場合でも，その機関を構成する f.111' ~ （主，教育研究課題，人的構成，

i宝何様式，存続別問などにおいて，機関の法本企阿に従って『lYit!fl)Jt't：』を保つ形態をとること

が必須の条件である。

2) 機関の存続がある決められた期間lである場合。 例えば 『新分野の D~.f右』を目的に ， 人文社会

f'l·~f: と 自然利学の分野の共同による継続的研究フォーラムの場であるような場合。 勿論，この

成果として，上記 1）の性格をもっ新しい半恒久的機関の誕生を促す結果となることもあろう。

また，文部省H学研究費補助金などによる大型総合研究や民間との共同研究などの実施に際

々
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して，広い範囲にわたる研究者の共同研究の場としての活用も考慮の対象となるであろう。

3) 現今の大学教官の日常活動を念頭において将来を考えるとき，数年に一度程度「学内サパテ

イカル」とでも称する制度を採用することが望まれる。それは半年ないしは l年にわたって本

務から月刊文され，個人としての充電の期間に供するか，あるいは数人の計画でかねてから意図

していた共同研究の期間に充てるなどに活用する。そのような活動の場と使Eを提供する機関

も企岡されてよいであろう。

4) このほかにも，規模の大小とり混ぜて，いろいろユニークな形態や運営様式のものが考えら

れよう。

ニ．学際的流動研究教育機構の計画と運営にかかわる問題点

1) 機構（並びに各機関）と学部，大学院との相互関係。附置研究所との性格の違L、。

2) 流動性を保つための運営方式。特に，人的構成の流動性を促す方式。

3) 現存の諸制規からの制約との関連事項

4) 時限の機関（あるいは脅B「う）のなかでの特殊な大型研究機器の設置と取扱い

5) その他

これらの問題点は，全て予め十分に検討を加えておかなければならないことは当然、としても，と

りわけ， 2）の流動性を保つための運営方式が最も屯要な検討課題である。それぞれの「機関」，ひ

いては「機構」そのものの存在意義の根源は， 何はさておき，機能の創造的流動性にほかならず，

しかも ，それば人的構成の流動性の保持に尽きるであろう。そのためには，機関 ・機構の運営に，

それぞれの例性に従って，種々独創性におんだ独特の方式が工夫されるのが理想であり，必ずし

も，総折的基木型をA号える必要はなし、であろう。

JV.おわりに

円頭にも述べたとおり，木報告は，第一次から卸三次にわたる答申の内容の底に流れる基本的考え方

に沿って，本学のキャンパスの在り方と教育研究体制の将来椛位！に関して検討した結果をまとめたもの

である。本委員会がこのような作業を行ってきたのは， 「本学発展の基本方向を見極めるに時機を失す

ることのないよう」に，新キャンパス確保も含めて，木学の将来に資するさまざまの構想が部局等から

提案されるのを待つだけでなく，学内にこれらの構想が芽生え，さらに成長することを推進する役割を

担うのも本委員会の重要な責務のーっと考えたからである。

現在，木学では，既に各部局等において多様な将来構想の胎動が見受けられるが，なかでも ， 「↑占幸｜」

学部」や「総合人間学部」及びそれらと関連する「↑1'i"報学研究科」及び「学術総合研究科」の構想、は実

現へ向かつて，その具体化が進められている。これらの構想のなかには， 「学際的流動研究教育機織」

の考え方を一部取り入れて，学際性 ・総合性を重んじた創造的流動性を主｜恨とした組織を創山する企画

も含まれてし、ると聞く。また， 「学際的流動研究教育機構」の構想、を下u泣きにして， 「太陽と土と生物

に関する総合研究教育機関」（またの名を「生物機能開発研究教育機関」），「基礎工学研究教育機関J,

「国際地域研究教育機関」などについても構想の検討が，初期的段階にあるとはいえ，鋭｝:J,統けられて

いると聞く。

本委員会は，その発足の経緋からして，総長の諮問に対して検討しその結果を答［11－よることを任務と

しており，その具体化を図る機関ではなL、。したがって，京都大学の将米にかかわるこれらの構想の具

体化を推進することは木委員会の任務を超えるものと考えられる。それ故，これらの多機な椛想を実現

へとつなげるためには，それらを全学的立場から整理し，全体的結怨へとまとめて具体化を杭極的に推

進する ことを任務とする新しい性格の組織が必要であり ，その速やかな設置が望まれる。

。。
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名誉博士号称号贈呈式

5月10日（水）午前10時30分から，総長室にお

いて各研究科長及び関係者出席のもとに名誉博士

号称号贈呈式が挙行され，国際量子分子科学アカ

デミ一会員，元工学部教授ジョージ ・ガーフィー

ルド ・ホール氏に名誉工学博士の称号が贈呈され

た。

また，贈呈式の当日，同氏の記念講演が附属図

書館AVホールにおいて行われた。演題は「What

is a University？」である。

以下に授与の趣意及び同氏の略歴を紹介する。

（趣意）
"" -" 国際量子分子科学アカデミー会員， George 

ガーフィールド ホール

Garfield Hall氏（連合王国）は，理論化学とく

に分子の電子構造理論の発展に顕著な業績を挙

げ，理論化学に多大の影響を与えてきた。

同氏の分子の電子構造に関する研究は，理論化

学の基盤を与えるものであり，とくに分子の電子

分布の計算とその解析法における新しい試みは，

数多く の具体的応用例とともに，理論化学の発展

に大きく寄与するものである。

化学反応理論に関する研究では，分子の電子理

論における基礎的概念，すなわち，電子分布によ

って定められるポテンシャル場の概念を発展させ

て，静電的相互作用の重要性に注目した理論モデ

ルによって，化学反応のおこり易さを表現した。

同氏は数学的思考の重要性

を種々の具体的問題の解決，

あるいは問題提起をもって実

証的に示した。その対象はき

わめて広範なものであるが，

いずれも数学的思考の重要

性，すなわち，数学教育の重

要性を指摘したものである。

アモス ・ホールの方法とよ

ばれる理論によって，五；；子論

の数学的基礎の発展に大きな

貢献をなしたことはとくに著

名である。

木学では， 1983年JO月に同氏を， 「国立又は公

立の大学における外国人教員の任用等に関する特

別措置法」による京都大学最初の教授としてむか

えた。

同氏は， 1988年 3月までの4年半の間，本学大

学院工学研究科分子工学専攻に在職，教育研究に

たずさわり，若手研究者を育成するとともに創設

問もない同専攻の運営に尽力し，さらに本学の学

術的国際交流にも多大の貢献をした。

よって，同氏に京都大学名誉工学博士の称号を

授与することは適当である。

（略歴）

George Garfield Hall 

1925年 3月5日生国籍連合王国

1946年 7月 英国クイーンズ大学理学部数学

科，数理物理学科卒業

1947年 7月 英国クイーンズ大学理学部物理学

科卒業

1950年 4月 英国ケンブリッジ大学助手 (1955

年 9月まで）

1951年 6月 理学博士（英｜垂｜ケンブリッジ大学）

1955午10月 英国ロン卜・ン大学インペリアノレ校

数学科講師 (1961年 9月まで）

1962年10月 英国ノッティンガム大学応用数学

科教授（1982年 8月まで）

1982年10月 英国ノッティンガム大学名誉教授

1983年10月 京都大学教授（工学部） (1988年

3月まで）

名誉博士号称号贈呈式 一総長室ー

-709ー
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学内での火災発生

5月3日早朝，本部構内事務局棟北側生活協同

組合 l階倉庫付近から出火し，倉庫の壁面約 3m2 

と屋板約 5m2を焼失した。たまたま付－近を通りか

かった工学部建築系学科3回生，土井宏悦，音田

晋，永松潤ー及び山本 茂の諸君が発見し，消防

署へ通報するとともに，木部表門衛所守衛と協力

して極めて適切な初期消火活動を行ったため，付

近の建物には延焼せず損害を最小限にくい止める

く栄誉〉

ことができた。

また，ほとんど同時に経済研究所 l附屯＇（.i:i¥1¥(illi

室においても火災が発生した。

これら 2件の火災は，左京消防J持及び川端咋察

特による現場検証の結果，不零火（放火）によ る

火災とHi；定された。

このような不審火が昨年より学内で頻発してい

る。火災の発生の防止には教職員 ・学ι1：＿の－Wiの

協力をお願いしたL、。

・．．・・．．－－．．－－．．－－．・4・－．・・．．－－．．・・．．・・．．・・．．・・．－－．・‘・．・‘・．・・．．・・．．－－．．’・．

森田 雄平名誉教授（元食糧科学研究所教授農

芸化学）

く紹 介〉

医学部口腔外科学講座

わが同学術の向上発展のため顕著な功縦をあげ

たことにより 平成元年4月29日紫綬褒章が授与さ

れた。

－－．・・、．・ー・．．－．．・・．．・・．．・・．．・・．．・・．．・、．・・・．・’・．．・...・．．・・．．・・．．・・.....・・．

医学部口腔外科学講座は昭和24年に設置され

た。診療科名は歯科口腔外科で， 1おと顎と口腔顔

面にかかわる形態と機能の異常を噂門的に治療し

ている。また本学には歯学部が如、いため，歯科医

学に関連する多くの研究課題をかかえて，基礎研

究，臨床研究に励んでいる。

教室の主な研究テーマは先天

的あるいは後天的顎発育異常－に

よる顎顔面変形症（日木人に最

も多いのは下顎前突痕である）

の形態と機能の分析，並びに外

科的矯正手術の評価に関する研

究である。これらの 目的のため

に術前頭部エックス線規絡線影

による日木人顔面の硬組織とiW¥

組織の分析と比絞，頭議に対す

るよ下顎骨と歯牙岐合の状態を

判定する顎態分析，さらにモア

レトポグラフィーによる顔面の

3次元的分析などを行ってい

る。最近，非接触型レーザービームによる 3次元

的コ ンピュ ータ分析装置を本学院川高分f研究七

ンタ－ 1¥r手｜材料応用研究部門と共同で｜）日発した

（写真）。顎顔l而変形症の治療に当っては，顔而

とnもとが対象となる。 「顔Jや「l寸も と｜（主人

の「例性」と関連するだけ‘に， その三F術プランヱ

ングの基礎デー タとなる 研究は極めて 市要であ

る。関連領域の研究者の協力が望まれる。

非接触型レーザービームによる3次元的顎顔形態分析装置

勾
d
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「口が聞きづらいJ，「口を聞く時に関節で育が

する jと訴える「顎関節出」の忠蓄が増える傾向

にある。 「発言，会話」と「I！§.鴨，摂食」は人に

とって必要不可欠な機能である。顎の関節は下顎

什の左右両似I］に位置し，これに付請する眠l明筋に

よって上下，左右，前後に自由に：幼き，上下歯列

による｜安み合せ（暁合）によって解剖学的位置が

焼定されている。さまざまな原因で上記のような

抱状が発現するが，これらを解明するために歯利

学的，機能的，形態的研究が行われている。歯と

くに臼歯がなくなると暁み合せが深くなり関節へ

の負担が用大する。ラットをm~、た史験で1よ顎関

節を構成しクッションの役目をすゐ関節門板に仮ー

が＇I三じることが明らかになっている。加の動きを

3次元的に解析するために下顎の切地にマグネッ

トをセットし，複雑な動きを分析して診断に役立

てている。手術的治療が必要となった時の関節へ

の外利的伝袈の影響と備の治療過程をラット，兎

をmいて研究しているが，手術tllJに｜皮み合せを強

えておいた方がより良好な治癒が得られる司i：がわ

かってきている。また，直径2mm r]lj後の細い内視

鏡により額関節内部の病f患を切らかにし，内視鏡

的手術を行って好結果を得ている。

臨床医学を研究する学徒にとって「悪性腫揚」

は避けて通れない問題である。口腔癌（舌，下

顎，上顎，頬粘膜など） は癌のうちのせいぜい4

%程度にすぎないが，口腔の機能を考えるとき，

口腔癌の問題は極めて重大である。主に臨床病理

学的ならびに組織学的研究が活発に行われている

が，手術的摘出だけでは治療は終了せず，手術後

の再建や補綴物による機能と形態の回復が重要で

あって，臨床系各科との共同研究，共同治療が行

われている。歯を喪失した後に装着する義歯に代

ってi'tlt近で、はチタン製のインプラントをこれらの

附古を有する症例に応用して，最大限に機能の回

復をはかる試みも－rtーした治療の一部として行わ

：れてし、る。

この他，最近増加の傾向がある顎顔面骨々折に

対する治療を通じて，より早期の骨接合治療を得

るためのミニスクリューとミニチタンプレートに

よる接合法の臨床応用とその評価， 無歯顎下顎堤

へのハイドロキシアパタイト（人工竹）填入によ

る顎堤の回復などの臨床研究もさかんに行われて

いる。 （医学部）

日 号士
""'' 

(1989年 4月 l円～4月30R)

4月6日 名誉教授称号授与式

7日 医療技術短期大学部入学式

10日 カナダ自然科学工学研究会議 Arthur W. 

May議長ほか4名楽学， 総一長及び関係教官

と懇談

ク カナダ World Economic Forum Jl,f団

Maurice F. Strong会長ほか l名来学，総

長と懇談

l1 n 学部入学式

。 大学院入学式

12R 体育指導センター管理述F：委日会

14 n 組換え DNA実験安全委只会

タ ヨルダンハシミテ王同 Jordan大学 Abdul

S. Majali学長ほか l名来主主，総長及び関係

教宵と懇談

18日評議会

19日 国際交流委具会

ク 国際交流会館委員会

。 ポーランド人民共和国ポーランド科学アカデ

ミ－ Andrzej Ziabicki教授来学，総長と

懇談

21円 苅1111'.保全委員会

24日 フツレガリア人民共和国 Sofia 大学 Ivan 

Sakarev学長ほか l名来学，関係教官と懇談

25日 総長，職員組合との交渉に出席

26日 ソビエト社会主義共和国連邦高等教育問題研

究所 NikolaiN. Nechacv副所長ほか 2名

来学，総長及び関係教官と懇談

28日 以j火委只会

。 同和問題委員会

T
A
 

ヴ
a
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く資料〉

平成元年度入学試験諸統計

1. 募集人員，志願者数，合格者数，入学者数，合格者最高点・最低点 （総点）等調

数

5

者

辺
入数

1

1

者

2

3

絡轍

一
市

一

m

験

一
一

階
抜
数

一
2
一
3

段

者

一
%

一
幻

l

絡

一
一

第
選
合

数

一
9

7

一

者

一
M

m

M

一

願

一

一

一

山

一

一

程口
H

一

部

j前期 ｜ 190 
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医

期

一
期

前

一
後

部学育教

法学部

前期
薬学部 一一一
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I前期 ｜
工学部 I一一一1

：後期

前期
農学部 一一一1

a 後期

164 157 

B 

I, IOI 
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122 

I89 

170 114 

I77 

2,168 2, 140 

1,280 

894 

392 

1, 780 

916 

513 

前期 1, 743 

小 計後期

令

8, 171 7,004 6,839 

B 

638 ' 5, 030 

400 I I, 830 1, 445 J, 425 

57 

21 

404 

19 

I70 

70 

65 

7 

32I 

31 

140 

10 

68 

36 

643 
1, 031 

475 

296 

78 

I,986 

754 

423 

2, 781 I5, 03I I2, 911 11, 642 3, 163 

満点
総点

最高点最低点

4,462 3,378 

2,850 

700 525. 33 438. 08 

700直竺 490.25

J, 000 784. 58 663. 57 
67 
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I6 
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ヴ
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1
 

688.99 

439.75 

525.75 

246 1, 050 737. 25 561. 25 

m …幻I.051 

850 762. 5 605. 25 

400 378 323 

], 250 l, 094 940. 25 

I, 250 11, 014・5 966 

1,000 819.83 675.5 

1, 000 792. 58 710. 91 

] , 000 890. 75 71 o. 83 

I, 000 858. 41 694. 08 

1, 050 788. 5 616. 75 

850 709.州568.99

5 

306 

124 

92 

339 

（的考） I）法学部，経済学部後期の下段は，外国学校出身者のための入’γ－者選考を示す。

2）合格者数には追加合格者を含む。

3) 合格者最高点 ・最低点（総点〉は前J()J( 3月12日），後期 ・Bn程 （3月23n）の合絡発表l時のもの

で，法学部 ・経済学部の外国学校山身者のための選考を除く。
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t
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く工学部 ・農学部学科別内訳＞

i学部；日程ふ一一ム 入 員 志 願者数

工学部器i一詑l~1----N：子守~·寸2一 1. 031 I 1. 000喰剖設号
土木系学科 ｜旦」 15I 竺土J 空L 」J乙｜ 125 I I 巳竺1

I 58 I I I 817.831723.16 

:1~~~~i~i1 ト l一…，，.・・ ｜後｜ 30 159 127 I 40 I 一 ｜ ｜ げ42. 8 

建一」ーも三ご｜主｜｜二~1~ 111亙
工業化学科 Z -¥o--1 1~~ I 3子l -¥-- 55 暗号閣支

石油イ示~I－土二立す -±I二三！｜ 市

838. 16げ45.58 

前 15 I 46 I 46 I I 16 I I 853 I 724. 33 
原子核工学科 でァ一一一一l 一 一｜ -I  p一一一一一1 25 I ｜一一一一ド竺コニ

後 10 I 38 I 38 I 11 I I 813. 5 I 742. 5 

｜前 5 I 9 I 79 I 26 I I I 821. 5 け17.25 
衛生工学科 ｜一 一一一一ートー ｜一一一一｜ i一一一一一i 6 I I い二三三

｜後 o I 91 83 '. 22 I I I 817. 25 I 7閃.83 

｜ ご.f~. I±, fl I 歪監$r~ [ 1 1 I~ 
後 18 92 I 90 21 I I 839. 75げ日.08 

前 25 135 I 92 I 27 827. 25げ37.83 
精密工学卒i '.':' －一一； .1 I 43 ト一一ートこ二三

後 18 . 1o1 77 I 20 I 783. 5 け20.16

前 28 I 141 I 101 29 I I 886. 16川町、5
情報工学科 ｜マヶ ｜一一一｜一一一一一 一一一1 46 I 1一一一ード二三二一

｜後 18 I 77 I 77 19 I I 846. 91 I 757. 33 

i前期 ｜ 260 i, 010 916 894 296 I I 1, 050 I 788. 5 I 616. 75 
農 学 部｝ ［ 一一一一一一一 一一一一一「一一 I 9 I一一一一一一一一ト一一一一

l後期 1 65 513 513 392 78 I 850 I 709. 45 I 568. 99 

段 学 科 25 （前期 20名 後期 5名） お

林 学 科 25 （前期 20名 後期 5名） 25 

農 芸 化学科 38 （前期 30名 前期 8名） 45 

農林生物学科 ｜ 19 （前期 15名 後期 4名）

前
向分子化学科 でア

後

前 25
合成化学科 l一

後 I 20 

1前 I 25 
資源工学科 μ二一｜

｜後 I 15 

航空工学手：！主
後

農業工学科 ｜ 46 

農 林経済学科 ｜ 40 

I _!:IS_産学 科 i 26 
林産工学科 37 

食品工学科 39 

畜産 学科 30 

25 

20 

I 797. 91 I 702. 66 

I 819. 08 I 710. 83 
1 ""O 1－一一一一－1－一一一一一一
' vvv I 763. 5 I 694. 08 

817. 41 I 727 

一一809. 83 I 715. 5 

83 

96 

80 

82 

138 

q
u
o
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n
u
nヨ
ワ
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0
0
0
6
0
0

t々
q
u

837. 75 I 723. 91 27 
45 

20 

~I 40 
19 

18 
25 

12 

814. 83 I 732. 58 
15 

10 

91 61 

91 57 

74 I 44 

890. 75 I 795. 16 

21 

（前期 37名 後期 9名） 45 

（前期 32名 後期 8名） 44 

（前期 21名 後期 5名） 27 

（前期 30名 後期 7名） 36 

（前期 31名 後期 8名） 41 

（前期 24名 後期 6名） 29 

-713ー
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2. 志願者・入学者 出身高校所在都道府県別調
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3. 志願者・入学者入学資格取得年別調

検…入学資格検定合格者，専…高等専門学校出身者，他…高校，高専，検定以外の者

品 志願 者 入学者
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（備考）外国学校出身者のための選考を含む。 法学部 …・・志願者 53名，入学者 16名
経済学部…・・・ ク 41名， 。 5名

部

勺小

女 4 女 1 女 ｜

3 

45.3 

F
D
 

勾

t




	空白ページ

